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２．平成１７年度の研究の特筆すべき成果 
  平成１７年度の特筆すべき成果としては、（１）新潟中越地震（2004 年 10 月）及び（２）インドネシ
ア スマトラ地震（2004 年 12 月）という大地震を対象として事例解析にて有意な前兆現象を発見したこ
とと国内での多年にわたるＶＬＦ/ＬＦ伝搬データを用いた地震と電離層擾乱との因果関係に関する統計
解析を挙げることが出来る。先ず、（１）新潟地震に対しては前兆電磁気現象としてＵＬＦ放射、電離層擾
乱、大気圏擾乱が明瞭に検出された。ＵＬＦ放射は中津川観測点からの方位測定が震央方向と一致し、電
離層擾乱はＪＪＹ局－高知間パスにて一週間前後前に電離層ゆらぎが著しく上昇している。大気圏擾乱は
ＶＨＦ（76ＭＨｚ）自然放射が調布にて観測され、その方位測定は震央を向いている。次に、（２）スマト
ラ地震に対しては、同じく中津川観測点でのＵＬＦ観測にてｆ≤0.1Ｈｚ放射が前兆的に出現し、その到来
方向がスマトラ地震方向を向いている。又、日本国内ＶＬＦ観測から、オーストラリアＮＷＣ局から日本
への伝搬パスにて 12 月 8 日と 12 月 21 日－27 日に電離層が擾乱していることを発見した。我々の結果を
支持するデータとして、台湾グループがインドネシアでのＴＥＣ（総電子数）測定でも同じ時期に電離層
が擾乱していることを報告した。次に、1999 年から 2005 年までの 6 年間のデータを用いて、ＪＪＹ局（40
ｋＨｚ、福島）－高知パスでの地震と電離層擾乱との因果関係を調査した。その結果、大きな地震（マグ
ニチュード 6 以上）に対しては電離層擾乱と統計的に有意に関係していることを発見した。 
  2005 年 3 月のＩＷＳＥ(Int’l Workshop on Seismo Electromagnetics)に関連して、二つの特集号を企
画している。一つは欧州誌 Physics and Chemistry of the Earth、もう一つは電気学会である。電気学会
特集号は平成 18 年 4 月号の予定である。又、Physics and Chemistry of the Earth 特集号は平成 18 年度
6 月前後に出版される予定である。両者とも早川が Guest Editor を務めている。 
３．平成１７年度の研究成果の公表実績 
（１）主催研究会 
 ａ）日本大気電気学会 第 74 回研究発表 
  （2006 年 1 月 11 日、12 日 電通大スカイオフィス） 
ｂ）地震電磁気セミナー 

   国内の地震電磁気研究所者の定期的会合で、毎回全国から約 40 人前後が参加し議論を行っている。   
第 18 回 2005 年 4 月 6 日 （千葉大） 
第 19 回 2005 年 5 月 19 日 （電通大） 
第 20 回 2005 年 6 月 28 日 （東京学芸大） 
第 21 回 2005 年 7 月 19 日 （ＪＡＸＡ） 
第 22 回 2005 年 9 月 28 日 （東海大 山中湖セミナーハウス） 
第 23 回 2005 年 11 月 8 日 （千葉大） 
第 24 回 2005 年 12 月 12 日 （電通大） 
第 25 回 2005 年 1 月 25 日 （千葉大） 
第 25 回 2005 年 2 月 22 日 （東京学芸大） 

ｃ）特別セミナー 
  外国人来訪者の多く(Prof. W.M. Boerner (アメリカ), Dr. D. Widarto(インドネシア), Dr. D. Iudin(ロ
シア), Dr. Y.V. Protsan(ウクライナ), Dr. P.P. Gorban(ウクライナ), Prof. S. Pulinets(メキシコ), Prof. L. 
Alperovich(イスラエル))は上述した地震電磁気セミナーにて講演しているが、その他に特別セミナーも行
った。 
  2006 年 1 月 31 日 Prof. N. Blaunstein （イスラエル） 
  2006 年 2 月 20 日 Prof. Y. Rapoport （ウクライナ） 
（２）研究成果の発信状況 
   前述した様に、国際会議、国内の定期的セミナーを通して、国内外にて研究活動の活性化に努めて
いる。更に、早川は各種の学会、セミナー等の特別講師、招待講師として、この学問の啓蒙に努めている。 
４．外部資金の獲得状況 
  ・科研費（基盤（Ｂ）） 平成 15，16，17 年度 

・NiCT 国際共同研究  平成 17 年度 
５．今後の研究発展 （外部への発信、外部資金獲得計画を含む） 
  電通大及び電通大地震電磁気研究ステーションが地震電磁気研究の国際的センターであることを是非



とも持続したいと考えている。 
  外部資金の獲得計画に関しては、（１）科学振興調整費、（２）ＪＳＴの大学発ベンチャー事業等に申
請している。 
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